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要
旨

本
法
律
案
は
、
国
家
公
務
員
の
給
与
制
度
の
総
合
的
見
直
し
等
が
退
職
手
当
の
支
給
水
準
に
及
ぼ
す
影
響
等
に
鑑
み
、
現
行

の
退
職
手
当
の
支
給
水
準
の
範
囲
内
で
、
職
員
の
在
職
期
間
中
の
公
務
へ
の
貢
献
度
を
よ
り
的
確
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
退
職

手
当
の
調
整
額
を
改
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
退
職
手
当
の
調
整
額
の
改
定
等

１

第
一
号
区
分
か
ら
第
十
号
区
分
ま
で
の
調
整
月
額
を
引
き
上
げ
る
。

２

第
十
号
区
分
に
つ
い
て
、
勤
続
期
間
が
二
十
四
年
以
下
の
退
職
者
に
対
し
て
も
調
整
額
を
支
給
す
る
。

３

退
職
日
の
俸
給
月
額
が
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
指
定
職
俸
給
表
八
号
俸
の
額
に
相
当
す
る
額
を
超
え

る
者
等
に
つ
い
て
、
退
職
手
当
の
基
本
額
に
乗
ず
る
率
を
引
き
上
げ
る
。

二
、
施
行
期
日
等

１

こ
の
法
律
は
、
一
部
を
除
き
、
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

２

こ
の
法
律
の
施
行
に
関
し
必
要
な
経
過
措
置
等
を
定
め
る
。


